
「かなざわ子育て夢プラン 2010」（骨子案）について

パブリックコメントでのご意見と金沢市の考え方（回答）

募集期間 平成 21年 11 月 9日～12 月 8 日 

№ いただいたご意見・ご質問 金沢市の考え方 
１ 【施策の具現化にあたってのポイント】について

課題を明確にして、連携や呼びかけ、その他を行

うことが大切だと思います。

現在の子育てや介護の問題で虐待や認知症の

方々に関わる状況の厳しさのなか、見守りを行って

いる方々の事例を子どもたちにお話しして、他人に

対してどのような接し方をすれば事件が起きない

のか問題提起をし、子どもたち自身に考えさせ、正

しい言葉で自分の意見を伝える訓練がどうしても

必要に思えます。

子どもたちに問題提起し自分の考えを正しく話

してもらう、それを聞いてあげることで、精神の安

定と心の豊かさを与え、現在の負荷を認識し力強く

乗り越える力をつけ、優しく心豊かな大人として成

長していただくための具体的施策を考えていただ

きたいと思い提案します。

【施策の具現化にあたってのポイント】に

ついては、全施策を通して、心がけるポイン

トとなっています。

子どもたちに対しては、様々な体験の場を

提供し、その中で同年代や年代の違う多くの

人との関わりを通して、心豊かな未来の親へ

の成長を促すための支援を行っていきます。

２ 地域の子育て支援施策の充実について

0 歳児の子どもは、こども広場のようなところへ

遊びに行っても、年齢の大きな子どもばかりで一緒

に遊ぶ相手がいません。

こども広場等で年齢ごとに子どもを集めてイベ

ントを行っていただけたら、行きやすくなると思い

ます。

現在、年齢ごとに集まる教室として、地区児

童館等で実施している「かんがるー親子教

室」（２歳児対象）、城北児童会館や教育プラ

ザ富樫等で実施している「かるがも親子教

室」（１歳児対象）があります。

今後は、こども広場等でも、より親子が利

用しやすくなるようなイベントについて検

討します。



３ ワークライフバランスの推進について

現在、大部分の保育園の延長時間は 19 時までで

す。これではフルタイムで働いている両親にとって

は、残業がほとんど出来ず、結局、両親の一方が退

職を余儀なくされてしまうケースも多いのではな

いのでしょうか？

全部の保育園の延長時間を 20時以上とし、1地区

の 1～2施設においては 22時までの延長保育が可能

な状態にしていただけたら、子どもを産むことで職

を失うのではないか、今までのような責任ある仕事

が任されなくなるのではないかという、働く女性の

危惧がなくなるのではないかと思います。また、「退

職→経済状態の悪化→出産する子どもの人数に抑

制ががかる」といった問題も善処されるかと思いま

す。

延長保育については、実施の有無・時間に

ついて各保育所の判断に基づき行うことと

なっていることから、全市一斉の時間延長は

今のところ考えてはおりません。また、子ど

もの育ちを考えた場合も、長時間保育の弊害

は大きいと考えます。むしろ、ワークライフ

バランスを推進する観点から、乳幼児のいる

保護者が、定時で帰宅できるような職場の意

識づくりや環境整備など企業の協力も必要

と思っていますので、今後も企業向けの啓発

に努めていきます。

４ 多様で弾力的な保育サービス等の充実について

（１）少子化をなくし、若い世代の親が安心して子

育てできる又はやろうとする環境をつくるために

は、保育所の環境をできるだけ充実させてほしいと

思います。１歳児の定数改善（５：１から４：１へ）

のためには、人材確保が重要だと思います。働きや

すい環境と給与面で専門職に見合った待遇をお願

いしたいです。

男性保育士もきちんと家庭を持って生計がたてら

れるくらいの身分保障をお願いしたいと思います。

これまでも、国基準を超える配置や給与保

障のため、市独自の施策を行うなど保育士の

人材確保に向けた取り組みを行ってきまし

た。 
少子化対策は、保育所の充実に加え、地域

全体で子育てを支えるしくみが必要である

と考えております。

そういった点で、幅広い人材確保について

整備を進めてまいります。



４ （２）今、子育てに悩んでいる親子はたくさんいま

す。保育園にもそんな悩みを持って相談にくる方が

年々多くなってきています。しかし、保育園の現状

では、そんなお母さん達の話を聞く余裕がないのが

現実です。ぜひ、ひとりぼっちをつくらないために

も、地域の保育園に相談の場を人をおいてくださ

い。人手があれば園側から地域訪問もできるはずで

す。

保育サービスを充実するためには、そこに働く職

員が多様なニーズに応えられるようにしなくては

いけない。そのための研修を、労働条件をきちんと

考えてください。夢と希望を持って保育の道に入っ

た保育労働者が力を発揮できるものにしてくださ

い。

（３）現在、金沢市では、放課後児童クラブの運営

を地域の運営委員会、社会福祉協議会等にまかせる

民設民営方式により運営を行っています。借家等を

使用している場合がありますが、耐震、災害の対策

を考えると、安全面の確保が不安になります。

放課後児童クラブは将来的にわたり必要な事業

であることを考えると、今後も安定して継続して施

設を確保できるように、金沢市が責任を持って放

課後児童クラブとして使用できるような公的施

設の整備を行うべきと考えます。

平成２１年４月から、保育所が行うべき責

務の１つとして、地域の保護者に対する子育

て支援が追加となりましたので、そういった

支援ができるよう研修等を行ってまいりた

いと思います。

また、各家庭において孤独な子育てとなら

ないよう、これまでも、情報冊子やホームペ

ージを通して子育て支援情報を提供してき

ましたが、今後は、情報冊子の配布方法や子

育て支援コーディネーターの役割について

さらに検討していきます。

金沢市の放課後児童クラブは、地域の方々

により運営されてきました。今後も実施場所

については、地域のことをもっともよく知る

地域の方々に選定していただくのが最善で

あると考えています。

なお、放課後児童クラブの施設整備につい

ては、緊急性の高いものから順次、必要な費

用の一部を補助しています。



４ （４）放課後児童クラブの充実にはハード面（十

分な広さを確保した施設の確保）及びソフト面

（子どもが安心して生活できるための指導員の

高い資質の確保）が必要かと考えます。

特に精神的に不安定な小学校低学年の子ども

が安心して生活できる放課後児童クラブを維持

するには、指導員の経験による高い資質が求めら

れます。

しかし、現在の指導員の状況は低賃金のためダ

ブルワークを行っている指導員も多く、過酷な環

境のため平均継続勤務年数が３～４年となって

いるところです。

今後、指導員が安心してずっと指導員を続けられ

るように賃金改善は必要であり、市からの助成の拡

大、制度として経験給を加算する等の改善が必要で

す。

一定の要件を満たす職員に主任制を導入

することで、指導的立場にある職員の処遇改

善及び資質向上を図ってきました。

今後も主任指導員を中心に、指導・ノウハ

ウの継承を図り、放課後児童クラブの質の向

上に努めていきたい考えます。

５ 「子育てバリアフリーのまち金沢」の推進について

（１）ベビーカーで移動する場合、手動ドアでは開

閉が困難です。建物に出入りするドアには、必ず自

動ドアを設けるよう義務付けたらいかがでしょう

か？（車椅子の方にとっても、良いことだと思いま

す）

（２）駅西の地下道には、片側しかエレベータがな

く大変不自由しています。公共の地下道（代理とな

る道がない地下道に限る）にはエレベータをつける

ようルール化して欲しいです。

ご意見として承ります。

個別事業の提案ですので、関係する部署に

情報提供いたします。

６ 子どもの安全の確保について

駅西方面は街灯が少なく、夜道が怖く感じます。

もう少し街灯を増やしていただけたらと思います。

個別事業の提案ですので、関係する部署に

情報提供いたします。


